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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】金型のホットスポット部を急速に冷却し、急速
に凝固させることができる空水冷ハイブリッド方式の金
型冷却システムを提供する。
【解決手段】外部空気圧源設備１、第１圧力計１０１、
第１流量計３、第１管路４及び主管５を含み、外部空気
圧源設備１は第１管路４を介して主管５の一端に接続さ
れ、主管５の他端には、少なくとも二つの分流管６が含
まれ、第１管路４には、第１流量計３が設けられ、分流
管６は金型のホットスポット冷却ターミナルに接続され
ており、外部冷却水循環装置８を更に含み、外部冷却水
循環装置８は第２管路９に接続され、第２管路９と第１
管路４は並列して主管５に接続され、第２管路９には、
順次、第２圧力計１０２、第２電磁制御弁１１２及び第
２流量計７が設けられ、第１管路４上には、第１電磁制
御弁１１１が更に設けられ、分流管６の数が金型のホッ
トスポット冷却ターミナルと一致し、且つ分流管６には
、それぞれ電磁制御弁が設けられている。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　外部空気圧源設備（１）、第１圧力計（１０１）、第１流量計（３）、第１管路（４）
及び主管（５）を含み、前記外部空気圧源設備（１）は前記第１管路（４）を介して前記
主管（５）の一端に接続され、前記主管（５）の他端には、少なくとも二つの分流管（６
）が含まれ、前記第１管路には、前記第１流量計（３）と前記第１圧力計（１０１）が設
けられ、前記分流管（６）は金型のホットスポット冷却ターミナルに接続されている空水
冷ハイブリッド方式の金型冷却システムであって、
　外部冷却水循環装置（８）を更に含み、前記外部冷却水循環装置（８）は第２管路（９
）に接続され、前記第２管路（９）と前記第１管路（４）は並列して主管（５）に接続さ
れ、前記第２管路（９）には、順次、第２圧力計（１０２）、第２電磁制御弁（１１２）
及び第２流量計（７）が設けられ、前記第１管路（４）には、第１電磁制御弁（１１１）
が更に設けられ、前記分流管（６）の数が金型のホットスポット冷却ターミナルと一致し
、前記分流管（６）には、それぞれ電磁制御弁が設けられていることを特徴とする空水冷
ハイブリッド方式の金型冷却システム。
【請求項２】
　前記第１管路（４）には、第１逆止弁（４１）が設けられ、前記第２管路（９）には、
第２逆止弁（９１）が設けられていることを特徴とする請求項１に記載の空水冷ハイブリ
ッド方式の金型冷却システム。
【請求項３】
　ホイールハブ低圧鋳造用金型であって、請求項１又は２に記載の前記空水冷ハイブリッ
ド方式の金型冷却システムを有し、前記ホイールハブ低圧鋳造用金型は上型（１２）、下
型（１３）及び側型（１４）を含み、前記側型（１４）は、前記上型（１２）の両側に設
置され、その底部が前記下型（１３）の上端に接触し、前記上型（１２）、前記下型（１
３）及び前記側型（１４）には、それぞれ金型のホットスポット冷却ターミナルが設けら
れていることを特徴とするホイールハブ低圧鋳造用金型。
【請求項４】
　前記金型のホットスポット冷却ターミナルは、分流子水冷ターミナル（２１）、引掛け
面空冷ターミナル（２２）、取付盤空冷ターミナル（２３）、上型斜面空冷ターミナル（
２４）、上型後掛け空冷ターミナル（２５）、側型前掛け水冷ターミナル（２６）、下型
ＰＣＤ空冷ターミナル（２７）、下型斜面水冷ターミナル（２８）、下型リブ中間空冷タ
ーミナル（２９）、及び下型リブ先水冷ターミナル（２１０）を含むことを特徴とする請
求項３に記載のホイールハブ低圧鋳造用金型。
【請求項５】
　前記上型（１２）は分流子（１５）を含み、前記分流子（１５）の芯部には、分流子水
冷ターミナル（２１）が設けられ、前記分流子（１５）の一方側には、分流子水冷ターミ
ナルの出口（２１１）が開口され、前記分流子（１５）の両側には、前記引掛け面空冷タ
ーミナル（２２）、前記取付盤空冷ターミナル（２３）、前記上型斜面空冷ターミナル（
２４）及び前記上型後掛け空冷ターミナル（２５）が設けられ、
　前記分流子水冷ターミナル（２１）、前記引掛け面空冷ターミナル（２２）、前記取付
盤空冷ターミナル（２３）、前記上型斜面空冷ターミナル（２４）及び前記上型後掛け空
冷ターミナル（２５）は、いずれも前記分流管（６）を介して前記主管（５）に接続され
て金型を冷却することを特徴とする請求項４に記載のホイールハブ低圧鋳造用金型。
【請求項６】
　前記取付盤空冷ターミナル（２３）は前記上型（１２）の圧板内に位置し、前記引掛け
面空冷ターミナル（２２）は円周方向に沿って前記上型（１２）内に均一に分布する引掛
け面冷却ポートであり、前記上型斜面空冷ターミナル（２４）は円周方向に沿って前記上
型（１２）内に均一に分布する斜面空冷ポートであり、前記上型後掛け空冷ターミナル（
２５）は円周方向に沿って前記上型（１２）内に均一に分布する後掛け空冷ポートである
ことを特徴とする請求項５に記載のホイールハブ低圧鋳造用金型。
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【請求項７】
　前記側型（１４）には、前記側型前掛け水冷ターミナル（２６）が設けられ、前記側型
前掛け水冷ターミナル（２６）は前記分流管（６）に接続されて冷却水循環を行うことを
特徴とする請求項４に記載のホイールハブ低圧鋳造用金型。
【請求項８】
　前記側型前掛け水冷ターミナル（２６）は円周方向に沿って前記側型（１４）内に均一
に分布する前掛け冷却ポートであり、前記側型前掛け水冷ターミナル（２６）は前掛けに
近接して設置されていることを特徴とする請求項７に記載のホイールハブ低圧鋳造用金型
。
【請求項９】
　前記下型（１３）には、前記下型ＰＣＤ空冷ターミナル（２７）、前記下型斜面水冷タ
ーミナル（２８）、前記下型リブ中間空冷ターミナル（２９）及び前記下型リブ先水冷タ
ーミナル（２１０）が設けられ、
　前記下型ＰＣＤ空冷ターミナル（２７）、前記下型斜面水冷ターミナル（２８）、前記
下型リブ中間空冷ターミナル（２９）及び前記下型リブ先水冷ターミナル（２１０）は、
いずれも前記分流管（６）に接続されて金型を冷却することを特徴とする請求項４に記載
のホイールハブ低圧鋳造用金型。
【請求項１０】
　前記下型斜面水冷ターミナル（２８）は円周方向に沿って下型圧板（１６）内に均一に
分布する水循環冷却ターミナルであり、前記下型圧板（１６）には、圧板入水口（２８１
）と圧板出水口（２８２）が設けられており、
　前記下型リブ先水冷ターミナル（２１０）は円周方向に沿って下型水冷リング（１７）
上に均一に分布する水循環冷却ターミナルであり、前記下型水冷リング（１７）には、水
冷リング入水口（２１１）と水冷リング出水口（２１２）が設けられていることを特徴と
する請求項９に記載のホイールハブ低圧鋳造用金型。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は自動車ホイールハブ加工用金型に関し、特に、金型を冷却するための空水冷ハ
イブリッド方式の冷却システム及びこの冷却システムを備えるホイールハブ低圧鋳造用金
型に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の自動車ホイールハブ加工用金型の空冷構造は、金型の温度を低減させるように、
金型の冷却ターミナルに圧力４～６ｋｇｆ（重量キログラム）の圧縮空気を作用させるこ
とにより、自動車ホイールハブ加工用金型における熱量を運び去る。しかし、このような
冷却方式では、冷却速度が遅いため、金型の型開き時間が長くなり、製品の生産率及び製
品材料の機械特性に影響を与える。
【０００３】
　従来技術では、圧縮空気の代わりに、混合霧化された水蒸気によって冷却ターミナルを
冷却する方法があり、水蒸気の冷却効果が圧縮空気よりも良いが、通路における水蒸気の
残留により錆がつくだけでなく、残留位置によって冷却のばらつきを生じさせる虞もある
。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　本考案は、空冷と水冷を組み合わせることにより、金型のホットスポット部を急速に冷
却し、急速に凝固させ、型開き速度を向上させることができるホイールハブ低圧鋳造用金
型の空水冷ハイブリッド方式冷却システムを提供することを目的とする。本考案は、この
目的を達成するために、下記の技術的手段を採用する。
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【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本考案に係る空水冷ハイブリッド方式の金型冷却システムは、外部空気圧源設備、第１
圧力計、第１流量計、第１管路及び主管を含み、前記外部空気圧源設備は前記第１管路を
介して前記主管の一端に接続され、前記主管の他端には、少なくとも二つの分流管が含ま
れ、前記第１管路には、前記第１流量計が設けられ、前記分流管は金型のホットスポット
冷却ターミナルに接続されており、外部冷却水循環装置を更に含み、前記外部冷却水循環
装置は第２管路に接続され、前記第２管路と前記第１管路は並列して前記主管に接続され
、前記第２管路には、順次、第２圧力計、第２電磁制御弁及び第２流量計が設けられ、前
記第１管路には、第１電磁制御弁が更に設けられ、前記分流管の数が金型のホットスポッ
ト冷却ターミナルと一致し、前記分流管には、それぞれ電磁制御弁が設けられていること
を特徴とする。
【０００６】
　好ましくは、前記第１管路には、第１逆止弁が更に設けられ、前記第２管路には、第２
逆止弁が設けられている。
【０００７】
　ホイールハブ低圧鋳造用金型であって、上記のような空水冷ハイブリッド方式の金型冷
却システムを有し、前記ホイールハブ低圧鋳造用金型は上型、下型及び側型を含み、前記
側型は、上型の両側に設置され、その底部が下型の上端に接触し、前記上型、前記下型及
び前記側型には、それぞれ金型のホットスポット冷却ターミナルが設けられている。
【０００８】
　好ましくは、前記金型のホットスポット冷却ターミナルは、分流子水冷ターミナル、引
掛け面空冷ターミナル、取付盤空冷ターミナル、上型斜面空冷ターミナル、上型後掛け空
冷ターミナル、側型前掛け水冷ターミナル、下型ＰＣＤ空冷ターミナル、下型斜面水冷タ
ーミナル、下型リブ中間空冷ターミナル、下型リブ先水冷ターミナルを含む。
【０００９】
　好ましくは、前記上型は、分流子を更に含み、前記分流子の芯部には、分流子水冷ター
ミナルが設けられ、前記分流子の一方側には、分流子水冷ターミナルの出口が開口され、
前記分流子の両側には、引掛け面空冷ターミナル、取付盤空冷ターミナル、上型斜面空冷
ターミナル及び上型後掛け空冷ターミナルが設けられ、前記分流子水冷ターミナル、前記
引掛け面空冷ターミナル、前記取付盤空冷ターミナル、前記上型斜面空冷ターミナル及び
前記上型後掛け空冷ターミナルは、いずれも分流管を介して主管に接続されて金型を冷却
する。
【００１０】
　好ましくは、前記取付盤空冷ターミナルは上型の圧板内に位置し、前記引掛け面空冷タ
ーミナルは円周方向に沿って前記上型内に均一に分布する引掛け面冷却ポートであり、前
記上型斜面空冷ターミナルは円周方向に沿って前記上型内に均一に分布する斜面空冷ポー
トであり、前記上型後掛け空冷ターミナルは円周方向に沿って前記上型内に均一に分布す
る後掛け空冷ポートである。
【００１１】
　好ましくは、前記側型には、側型前掛け水冷ターミナルが設けられ、前記側型前掛け水
冷ターミナルは分流管に接続されて冷却水循環を行う。
【００１２】
　好ましくは、前記側型前掛け水冷ターミナルは円周方向に沿って前記側型内に均一に分
布する前掛け冷却ポートであり、前記側型前掛け水冷ターミナルは前掛けに近接して設置
されている。
【００１３】
　好ましくは、前記下型には、下型ＰＣＤ空冷ターミナル、下型斜面水冷ターミナル、下
型リブ中間空冷ターミナル及び下型リブ先水冷ターミナルが設けられ、前記下型ＰＣＤ空
冷ターミナル、前記下型斜面水冷ターミナル、前記下型リブ中間空冷ターミナル及び前記
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下型リブ先水冷ターミナルは、いずれも分流管に接続されて金型を冷却する。
【００１４】
　好ましくは、前記下型斜面水冷ターミナルは円周方向に沿って下型圧板内に均一に分布
する水循環冷却ターミナルであり、前記下型圧板には、圧板入水口と圧板出水口が設けら
れており、前記下型リブ先水冷ターミナルは円周方向に沿って下型水冷リング上に均一に
分布する水循環冷却ターミナルであり、前記下型水冷リングには、水冷リング入水口と水
冷リング出水口が設けられている。
【考案の効果】
【００１５】
　本考案は、以下の有益な効果を有する。
　１．本考案における空水冷ハイブリッド方式の金型冷却システムは、空冷と水冷を組み
合わせることにより、金型のホットスポット部を急速に冷却し、急速に凝固させ、型開き
速度を向上させることができ、製品の生産効率を向上できる。
【００１６】
　２．本考案のホイールハブ低圧鋳造用金型における分流子水冷ターミナル、側型前掛け
水冷ターミナル、下型斜面水冷ターミナル及び下型リブ先水冷ターミナルは、冷却水を循
環させることによりにより金型を冷却し、鋳物を急速に冷却して凝固させることができる
ため、鋳物の結晶粒成長時間を効果的に短縮できる。これによって、従来の冷却と比較し
て、製品の機械特性が１０％以上向上し、従来の空冷と比較して、製品の生産効率が１．
５～２倍向上し、製品の合格率が５％以上向上する。
【００１７】
　３．空水冷ハイブリッド方式の冷却循環システムを適用することにより、鋳造設備の圧
縮空気の使用量を大幅に低減させることができ、企業の省エネ・排出削減、騒音の低減、
電力コストとメンテナンスコストの削減、鋳造オペレータの作業環境の改善等に有利であ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本考案の実施形態に係る空水冷ハイブリッド方式の金型冷却システムの構造模式
図である。
【図２】本考案の実施形態に係るホイールハブ低圧鋳造用金型の構造模式図である。
【図３】本考案の実施形態に係る上型冷却ターミナルの分布模式図である。
【図４】本考案の実施形態に係る側型前掛け冷却ターミナルの分布模式図である。
【図５】本考案の実施形態に係る下型圧板内の冷却ターミナルの分布模式図である。
【図６】本考案の実施形態に係る下型水冷リング内の冷却ターミナルの分布模式図である
。
【考案を実施するための形態】
【００１９】
　以下、図面を参照しながら、具体的な実施形態により本考案の技術的手段を更に説明す
る。
【００２０】
　本考案は空水冷ハイブリッド方式の金型冷却システムを提供する。図１に示すように、
このシステムは、外部空気圧源設備１、第１圧力計１０１、第１流量計３、第１管路４及
び主管５を含み、外部空気圧源設備１は、第１管路４を介して主管５の一端に接続され、
主管５の他端には、少なくとも二つの分流管６が含まれ、第１管路には、第１流量計３と
第１圧力計１０１が設けられ、分流管６は金型のホットスポット冷却ターミナルに接続さ
れており、このシステムは、外部冷却水循環装置８を更に含み、外部冷却水循環装置８は
第２管路９に接続され、第２管路９と第１管路４は並列して主管５に接続され、第２管路
９には、順次、第２圧力計１０２、第２電磁制御弁１１２及び第２流量計７が設けられ、
第１管路４には、第１電磁制御弁１１１が更に設けられ、分流管６の数が金型のホットス
ポット冷却ターミナルと一致し、分流管６には、空気と冷却水の流量を制御するための電
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磁制御弁がそれぞれ設けられている。
【００２１】
　好適には、第１管路４には、第１逆止弁４１が更に設けられ、第２管路９には第２逆止
弁９１が設けられている。
【００２２】
　また、本考案はホイールハブ低圧鋳造用金型を提供する。図２に示すように、前記ホイ
ールハブ低圧鋳造用金型は、前記のような空水冷ハイブリッド方式の金型冷却システムを
有し、前記ホイールハブ低圧鋳造用金型は上型１２、下型１３及び側型１４を含み、側型
１４は上型１２の両側に設置され、その底部が下型１３の上端に接触し、上型１２、下型
１３及び側型１４には、それぞれ金型のホットスポット冷却ターミナルが設けられている
。
【００２３】
　好適には、本実施形態において、前記金型のホットスポット冷却ターミナルは、分流子
水冷ターミナル２１、引掛け面空冷ターミナル２２、取付盤空冷ターミナル２３、上型斜
面空冷ターミナル２４、上型後掛け空冷ターミナル２５、側型前掛け水冷ターミナル２６
、下型ＰＣＤ空冷ターミナル２７、下型斜面水冷ターミナル２８、下型リブ中間空冷ター
ミナル２９、下型リブ先水冷ターミナル２１０を含み、本実施形態における前記冷却ター
ミナルは、冷却通路である。
【００２４】
　本実施形態において、好適には、図２、図３に示すように、上型１２は分流子１５を更
に含み、分流子１５の芯部には、分流子水冷ターミナル２１が設けられ、分流子１５の一
方側には、分流子水冷ターミナルの出口２１１が開口され、分流子１５の両側には、引掛
け面空冷ターミナル２２、取付盤空冷ターミナル２３、上型斜面空冷ターミナル２４及び
上型後掛け空冷ターミナル２５が設けられ、分流子水冷ターミナル２１、引掛け面空冷タ
ーミナル２２、取付盤空冷ターミナル２３、上型斜面空冷ターミナル２４及び上型後掛け
空冷ターミナル２５は、いずれも分流管６を介して主管５に接続されて金型を冷却する。
【００２５】
　更なる技術的手段として、取付盤空冷ターミナル２３は上型１２の圧板内に位置し、引
掛け面空冷ターミナル２２は円周方向に沿って前記上型１２内に均一に分布する引掛け面
冷却ポートであり、上型斜面空冷ターミナル２４は円周方向に沿って上型１２内に均一に
分布する斜面空冷ポートであり、上型後掛け空冷ターミナル２５は円周方向に沿って上型
１２内に均一に分布する後掛け空冷ポートである。
【００２６】
　図４に示すように、本実施形態において、側型１４には、側型前掛け水冷ターミナル２
６が設けられ、側型前掛け水冷ターミナル２６は分流管６に接続されて冷却水循環を行う
。更なる技術的手段として、側型前掛け水冷ターミナル２６は円周方向に沿って側型１４
内に均一に分布する前掛け冷却ポートであり、側型１４は四つの独立した部分により構成
され、当該四つの部分は互いに干渉せず、各部分には、いずれも側型前掛け水冷ターミナ
ル２６が設けられ、側型前掛け水冷ターミナル２６は前掛けに近接して設置されている。
【００２７】
　本実施形態において、下型１３には、下型ＰＣＤ空冷ターミナル２７、下型斜面水冷タ
ーミナル２８、下型リブ中間空冷ターミナル２９及び下型リブ先水冷ターミナル２１０が
設けられ、下型ＰＣＤ空冷ターミナル２７、下型斜面水冷ターミナル２８、下型リブ中間
空冷ターミナル２９及び下型リブ先水冷ターミナル２１０は、いずれも分流管６に接続さ
れて金型を冷却する。
【００２８】
　更なる技術的手段として、図５に示すように、下型斜面水冷ターミナル２８は円周方向
に沿って下型圧板１６内に均一に分布する水循環冷却ターミナルであり、下型圧板１６に
は、圧板入水口２８１と圧板出水口２８２が設けられ、循環水は、圧板入水口２８１から
下型斜面水冷ターミナル２８に入り、圧板出水口２８２から下型斜面水冷ターミナル２８
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を出て、冷却循環を完成する。図６に示すように、下型リブ先水冷ターミナル２１０は円
周方向に沿って下型水冷リング１７に均一に分布する水循環冷却ターミナルであり、下型
水冷リング１７には、水冷リング入水口２１１と水冷リング出水口２１２が設けられてい
る。本実施形態において、下型リブ先水冷ターミナル２１０は四つの独立した部分により
構成されている。ここで、下型リブ先水冷ターミナル２１０の四つの独立した部分はそれ
ぞれ、下型リブ先水冷ターミナル２１０の、隣接する部分に管路によって溶接されること
で、下型リブ先水冷ターミナル２１０の四つの部分は連通し、下型リブ先水冷ターミナル
２１０の全体を構成する。
【００２９】
　ここで、分流子水冷ターミナル２１、側型前掛け水冷ターミナル２６、下型斜面水冷タ
ーミナル２８及び下型リブ先水冷ターミナル２１０が接続される分流管の電磁制御弁を設
置することによって、圧力２.５～３ｋｇｆの冷却循環水が導入されて上記四組の金型に
おける冷却ターミナルを流れ、分流子水冷ターミナル２１、側型前掛け水冷ターミナル２
６、下型斜面水冷ターミナル２８及び下型リブ先水冷ターミナル２１０において循環水に
よる冷却を行い、その後、圧縮空気を導入する。これにより、冷却水が金型の冷却ターミ
ナルに滞留して引続き金型を冷却することや冷却ターミナル内で蒸気圧を形成して次の循
環の水流量に影響を与えることが回避される。
【００３０】
　また、引掛け面空冷ターミナル２２、取付盤空冷ターミナル２３、上型斜面空冷ターミ
ナル２４、上型後掛け空冷ターミナル２５、下型ＰＣＤ空冷ターミナル２７及び下型リブ
中間空冷ターミナル２９は、冷却において空冷を採用する。
【００３１】
　この金型を使用してホイールハブを生産する工程は、以下の通りである。金型の型締め
が完了した後、金型底部の坩堝におけるアルミ溶湯が、圧縮ガスの作用下で、上昇管から
下型ゲ－トを経て金型のキャビティ内に入り、金型における各冷却ターミナルの作用で、
アルミ溶湯の温度が低下し、更に凝固状態に達して順次凝固する。最後に、金型が開けら
れホイールハブのブランクが取り出される。
【００３２】
　本実施形態におけるホイールハブ低圧鋳造用金型は、ホットスポット位置に冷却ターミ
ナルが設置されているため、スポークとゲ－ト部位の温度を上昇させることなく、鋳物の
順次凝固条件を満たすことができる。よって、製品の製造サイクルが短縮され、生産率が
向上する。鋳物を急速に冷却して凝固させることができるため、鋳物の結晶粒成長時間を
効果的に短縮できる。その結果、従来の冷却と比較して、製品の機械特性が１０％以上向
上することになり、また、従来の空冷と比較して、製品の生産効率が１．５～２倍向上し
、製品の合格率が５％以上向上することになる。
【００３３】
　以上では本考案の基本原理と主な特徴及び本考案の長所が表示及び記載された。当業者
として理解するであろうが、本考案が上記実施形態に限定されるものではなく、上記実施
形態と明細書に記載された内容が本考案の原理を説明するためのものだけであり、本考案
の要旨及び範囲から逸脱しない前提で、種々の変更及び改良を行うことができる。これら
の変更及び改良は、保護を請求する本考案の範囲に含まれ、本考案が請求する保護範囲は
、添付の特許請求の範囲及びその均等的範囲により定められる。
【符号の説明】
【００３４】
１　　　　　外部空気圧源設備
１０１　　　第１圧力計
１０２　　　第２圧力計
１１、１２　上型
１３　　　　下型
１４　　　　側型
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１５　　　　分流子
１６　　　　下型圧板
１７　　　　下型水冷リング
２１　　　　分流子水冷ターミナル
２２　　　　引掛け面空冷ターミナル
２３　　　　取付盤空冷ターミナル
２４　　　　上型斜面空冷ターミナル
２５　　　　上型後掛け空冷ターミナル
２６　　　　側型前掛け水冷ターミナル
２７　　　　下型ＰＣＤ空冷ターミナル
２８　　　　下型斜面水冷ターミナル
２９　　　　下型リブ中間空冷ターミナル
２１０　　　下型リブ先水冷ターミナル
３　　　　　第１流量計
４　　　　　第１管路
４１　　　　第１逆止弁
５　　　　　主管
６　　　　　分流管
７　　　　　第２流量計
８　　　　　外部冷却水循環装置
９　　　　　第２管路
９１　　　　第２逆止弁

【図１】 【図２】

【図３】
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